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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年5月12日(2011.5.12)

【公表番号】特表2010-523774(P2010-523774A)
【公表日】平成22年7月15日(2010.7.15)
【年通号数】公開・登録公報2010-028
【出願番号】特願2010-502437(P2010-502437)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/40     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/24     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/244    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  18/40    　　　　
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ｚ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ｌ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５７１Ａ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５７２Ｂ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５１６　
   Ｇ１１Ｂ   7/26    ５３１　

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月25日(2011.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）１以上のポリイソシアネート、
Ｂ）１以上のイソシアネート反応性ブロックコポリマー、
Ｃ）化学線への暴露によってエチレン性不飽和化合物と重合を伴って反応する基を有する
１以上の化合物、
Ｄ）必要に応じて、１以上のフリーラジカル安定剤、および
Ｅ）光開始剤
を含んでなるポリウレタン組成物。
【請求項２】
　成分Ａ）のポリイソシアネートの少なくとも６０重量％は、脂肪族および／または脂環
式のジイソシアネートおよび／またはトリイソシアネートをベースとする、請求項１に記
載のポリウレタン組成物。
【請求項３】
　成分Ａ）のポリイソシアネートは、脂肪族および／または脂環式のジイソシアネートお
よび／またはトリイソシアネートのオリゴマーである、請求項２に記載のポリウレタン組
成物。
【請求項４】
　Ｂ）に用いるブロックコポリマーは、ポリエステル、ポリエーテル、ポリカーボネート
、ポリ（メタ）アクリレートおよび／またはポリウレタンのブロック状に配置されたセグ
メントを有する、請求項１に記載のポリウレタン組成物。
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【請求項５】
　Ｂ）に用いるブロックコポリマーは、内部ブロックとしてポリカーボネート系、ポリエ
ーテル系またはポリエステル系のジヒドロキシ官能性化合物をベースとし、そのヒドロキ
シル基は、ラクトンとブロック付加反応して３－ブロックまたはマルチ－ブロックコポリ
マーを生じるものである、請求項１に記載のポリウレタン組成物。
【請求項６】
　内部ブロックとしてのジヒドロキシ官能性化合物は、エチレンオキシド、プロピレンオ
キシドおよび／またはテトラヒドロフランに基づくポリエーテルジオールをベースとする
、請求項５に記載のポリウレタン組成物。
【請求項７】
　ブチロラクトン、ε－カプロラクトン、メチル－ε－カプロラクトン、γ－フェニル－
ε－カプロラクトン、ε－デカノラクトンまたはこれらの混合物をラクトンとして用いる
、請求項５に記載のポリウレタン組成物。
【請求項８】
　内部ポリエーテルブロックは、２５０ｇ／ｍｏｌ～２０００ｇ／ｍｏｌの数平均モル質
量を有する、請求項５に記載のポリウレタン組成物。
【請求項９】
　ラクトンブロックはε－カプロラクトンをベースとし、それぞれ１１４ｇ／ｍｏｌ～７
００ｇ／ｍｏｌの数平均モル質量を有する、請求項５に記載のポリウレタン組成物。
【請求項１０】
　末端ヒドロキシル基および５００ｇ／ｍｏｌ～５０００ｇ／ｍｏｌの数平均モル質量を
有する直鎖状ポリ（ε－カプロラクトン）ブロック－ポリ（テトラヒドロフラン）ブロッ
ク－ポリ（ε－カプロラクトン）ポリオールはブロックコポリマーとしてＢ）に存在し、
ポリ（テトラヒドロフラン）ブロックの平均質量分率は、数平均ブロックコポリマーを基
準として０．２～０．９であり、２つのポリ（ε－カプロラクトン）ブロックの平均質量
分率は、数平均ブロックコポリマーを基準として０．１～０．８である、請求項１に記載
のポリウレタン組成物。
【請求項１１】
　ポリウレタン組成物中のＯＨ基に対するＮＣＯのモル比は０．９０～１．２５である、
請求項１に記載のポリウレタン組成物。
【請求項１２】
　９－ビニルカルバゾール、ビニルナフタレン、ビスフェノールＡジアクリレート、テト
ラブロモビスフェノールＡジアクリレート、１，４－ビス（２－チオナフチル）－２－ブ
チルアクリレート、ペンタブロモフェニルアクリレート、ナフチルアクリレートおよびプ
ロパン－２，２－ジイルビス［（２．６－ジブロモ－４，１－フェニレン）オキシ（２－
｛［３，３，３－トリス（４－クロロフェニル）プロパノイル］オキシ｝プロパン－３，
１－ジイル）オキシエタン－２，１－ジイル］ジアクリレートからなる群の１以上の化合
物をＣ）に用いる、請求項１に記載のポリウレタン組成物。
【請求項１３】
　請求項１に記載のポリウレタン組成物から製造されるポリマープラスチック。
【請求項１４】
　ポリマープラスチックは－４０℃未満のガラス転移温度を有する、請求項１３に記載の
ポリマープラスチック。
【請求項１５】
　請求項１に記載のポリウレタン組成物から製造されるホログラフィック媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０１０１】
　上記のように、本発明による２成分処方物Ａ～Ｆが全ての評価基準において比較例Ｇよ
り実質的に高い透明度を有することを見出した。
　本発明の好ましい態様は、以下を包含する。
［１］Ａ）１以上のポリイソシアネート、
Ｂ）１以上のイソシアネート反応性ブロックコポリマー、
Ｃ）化学線への暴露によってエチレン性不飽和化合物と重合を伴って反応する基を有する
１以上の化合物、
Ｄ）必要に応じて、１以上のフリーラジカル安定剤、および
Ｅ）光開始剤
を含んでなるポリウレタン組成物。
［２］成分Ａ）のポリイソシアネートの少なくとも６０重量％は、脂肪族および／または
脂環式のジイソシアネートおよび／またはトリイソシアネートをベースとする、［１］に
記載のポリウレタン組成物。
［３］成分Ａ）のポリイソシアネートは、脂肪族および／または脂環式のジイソシアネー
トおよび／またはトリイソシアネートのオリゴマーである、［２］に記載のポリウレタン
組成物。
［４］Ｂ）に用いるブロックコポリマーは、ポリエステル、ポリエーテル、ポリカーボネ
ート、ポリ（メタ）アクリレートおよび／またはポリウレタンのブロック状に配置された
セグメントを有する、［１］に記載のポリウレタン組成物。
［５］Ｂ）に用いるブロックコポリマーは、内部ブロックとしてポリカーボネート系、ポ
リエーテル系またはポリエステル系のジヒドロキシ官能性化合物をベースとし、そのヒド
ロキシル基は、ラクトンとブロック付加反応して３－ブロックまたはマルチ－ブロックコ
ポリマーを生じるものである、［１］に記載のポリウレタン組成物。
［６］内部ブロックとしてのジヒドロキシ官能性化合物は、エチレンオキシド、プロピレ
ンオキシドおよび／またはテトラヒドロフランに基づくポリエーテルジオールをベースと
する、［５］に記載のポリウレタン組成物。
［７］ブチロラクトン、ε－カプロラクトン、メチル－ε－カプロラクトン、γ－フェニ
ル－ε－カプロラクトン、ε－デカノラクトンまたはこれらの混合物をラクトンとして用
いる、［５］に記載のポリウレタン組成物。
［８］内部ポリエーテルブロックは、２５０ｇ／ｍｏｌ～２０００ｇ／ｍｏｌの数平均モ
ル質量を有する、［５］に記載のポリウレタン組成物。
［９］ラクトンブロックはε－カプロラクトンをベースとし、それぞれ１１４ｇ／ｍｏｌ
～７００ｇ／ｍｏｌの数平均モル質量を有する、［５］に記載のポリウレタン組成物。
［１０］末端ヒドロキシル基および５００ｇ／ｍｏｌ～５０００ｇ／ｍｏｌの数平均モル
質量を有する直鎖状ポリ（ε－カプロラクトン）ブロック－ポリ（テトラヒドロフラン）
ブロック－ポリ（ε－カプロラクトン）ポリオールはブロックコポリマーとしてＢ）に存
在し、ポリ（テトラヒドロフラン）ブロックの平均質量分率は、数平均ブロックコポリマ
ーを基準として０．２～０．９であり、２つのポリ（ε－カプロラクトン）ブロックの平
均質量分率は、数平均ブロックコポリマーを基準として０．１～０．８である、［１］に
記載のポリウレタン組成物。
［１１］ポリウレタン組成物中のＯＨ基に対するＮＣＯのモル比は０．９０～１．２５で
ある、［１］に記載のポリウレタン組成物。
［１２］９－ビニルカルバゾール、ビニルナフタレン、ビスフェノールＡジアクリレート
、テトラブロモビスフェノールＡジアクリレート、１，４－ビス（２－チオナフチル）－
２－ブチルアクリレート、ペンタブロモフェニルアクリレート、ナフチルアクリレートお
よびプロパン－２，２－ジイルビス［（２．６－ジブロモ－４，１－フェニレン）オキシ
（２－｛［３，３，３－トリス（４－クロロフェニル）プロパノイル］オキシ｝プロパン
－３，１－ジイル）オキシエタン－２，１－ジイル］ジアクリレートからなる群の１以上
の化合物をＣ）に用いる、［１］に記載のポリウレタン組成物。
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［１３］［１］に記載のポリウレタン組成物から製造されるポリマープラスチック。
［１４］ポリマープラスチックは層または成形品である、［１３］に記載のポリマープラ
スチック。
［１５］ポリマープラスチックは－４０℃未満のガラス転移温度を有する、［１３］に記
載のポリマープラスチック。
［１６］［１］に記載のポリウレタン組成物から製造されるホログラフィック媒体。
［１７］［１３］に記載の少なくとも１つのポリマープラスチックを含んでなるホログラ
フィック媒体。
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